
イラストレーター

福⽥利之さん
⽷井重⾥⽒主催のウェブサイト「ほぼ⽇刊イトイ新聞」で連載中の、写真に描かれた愛らしくど

こか不思議な雰囲気を持つキャラクターがとても楽しい⼈気コーナー「福⽥のフォト絵」。撮っ

た写真の上にイラストを描き加えてしまうという「フォト絵」の作者は、イラストレーターの福

⽥利之さん。⼤学⽣の頃からずっと描き続けてきたという「フォト絵」、その誕⽣のきかっけか

ら作品づくりの⾯⽩さまで独特の世界についておうかがいした。

ずっと側にあったカメラ「でも写真が⼤好きということはなかったんです」

今お使いのカメラはフィルムカメラなんですね。

はい、このニコン35Tiを中⼼に使いながら、最近はデジタルカメラも少し使ったりしています。
35Tiはもらいものなんですよ。友達が出したCDのジャケットをちょっと描いてくれと⾔われ
て、そのお礼にもらいました。

ニコンの⾼級コンパクトカメラですね。

すみません、カメラについてはあまり詳しくなくて。

通常のコンパクトカメラと違って露出を変えられたり、レンズによりこだわったりしたカメラな

んですよ。

そうなんですか。特にカメラにこだわりもないので、今持っているカメラに合わせて使っている

だけなんです。このカメラは簡単に使えていいですね。露出もファインダーを覗いた状態ですぐ

にわかりますし。

もう1台のカメラはニコンEMで、僕が⼀番最初に使っていたカメラなんです。中学⽣の頃に⽗親
に買ってもらいました。

さすが、こちらはなかなか年季が⼊っていますね。

今もしっかり使えますよ。丈夫ですね。何回かはあの、ホールなんとか……をしているんですけ
ど。ホール、アウトでしたっけ？

ああ、オーバーホールですね（笑）。

そう、そうです（笑）。本当に詳しくなくてすみません。

それまで⽗親に何かを買ってもらったことってなかったんですけど、初めて⽗親に買ってもらったのがニコンEMで。⽗がフォト
グラファーだったものですから、その流れもあって買ってくれたんです。

お⽗様の影響でカメラを始めたのですか？

あ、いえ、そうではなくて、カメラを買ってもらったのは中学⽣当時にカメラブームみたいなものがあって、友達が持っていたの

で僕も欲しいと⾔ったんだと思います。⽗親がフォトグラファーということで、逆にそれまではカメラを拒絶していたんです。こ

う、親に反発してしまうような感じで……。

反抗期のような。

ああ、そんな感じかもしれません（笑）。カメラが嫌というより⽗親のしていることと違うことをしたいという感じだと思いま

す。だから、その後も写真を撮ってはいたんですが“写真⼤好き、カメラ命！”みたいな時期があったわけではないんです。弟が今
フォトグラファーをしているんですが、僕は絵描くことの⽅が好きだったのでずっと絵を描き続けてきました。「フォト絵」に関

してもなんとなくカメラは側にあったので、⾔い⽅は悪いんですが利⽤してみるかというような気持ちだったんです。

⼤学時代から書き続けてきた「フォト絵」は “よこしま”な動機で⽣まれた!?

その、撮った写真を活かしながらイラストを描き加えるという「フォト絵」ですが、描き始めたのはいつ頃からですか？

えーと、いつ頃だったかな……。社会⼈になる前あたりに「イラストレーション」という雑誌の「ザ・チョイス」という誌上コン
ペに「フォト絵」を出して⼊選したことがあって、その時点で何枚か描いていたはずなので、たぶん⼤学4年⽣か3年⽣か、そのあ
たりからだと思います。

ちょうど⼤学3、4年ですから、卒業後の進路と⾔いますか、イラストを描いてどうやって⾷べて⾏こうかみたいなことを考えてい
た時期だったんです。その頃、⾚瀬川源平さんたちが結成した路上観察学会の活動に影響を受けていまして、僕もこんなことをし

て⽣きられたら⾯⽩いなと思ったんです 。

いろいろな街を散策をしながら、不思議な建物や看板などを⾒つけて写真を撮るというような活動ですよね？

はい。それが果たして就職につながるかと⾔ったら違うような気がするんですけど、その頃は街歩きをして、それが職につながっ

たらいいなと思っていたんですよね。写真を撮るだけじゃなく、イラストを組み合わせて路上観察学会みたいなものができたら、

もしかしたら⾷べていけるかなって考えたりしたんです。ですので、「フォト絵」は何かカッコいいアーティストっぽい理由があ

る訳ではなく、もっとよこしまな感じの（笑）、不純な動機で⽣まれたものなんですよね。
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写真の上に絵を描く「フォト絵」。

福⽥さんにタイトルと撮影地名を

付けていただいた。「やかましポスト」

／ハンガリー・ブダペスト

「象のすべり台」／⼤阪・中⼤江公園

こちらが「フォト絵」になる前の原形写真。

さて、どんなイラストが⼊るでしょうか？

……答えはページ下に

とても⾯⽩いきっかけだと思います。「ほぼ⽇刊イトイ新聞」に連載されるようになった

のは2004年から、最近ですね。

そうですね。「フォト絵」はそれからもただの趣味と⾔いますか、それに近い世界でずっ

と描き続けていたんです。⾯⽩いものができたときに周りの⼈に⾒せて、感⼼を⽰してく

れるとうれしいなという感じで。たまたま「ほぼ⽇」の今の担当の⽅に⾒せて⾯⽩いと思

ってくださって、⽷井重⾥さんにそのとき初めて「フォト絵」という名前をつけていただ

いて連載を始めました。「ほぼ⽇」のおかげでようやく世間の⽬に届くようになったんで

す。

学⽣時代から描き続けてようやくという。

ええ、「ほぼ⽇」に掲載されるまではほとんど⽇の⽬を⾒ていないですから、ほんとに、誰

にも喜ばれないものをずっとやってきたんだなぁと思います（笑）。

それでもここまでずっと描き続けてきたのは、正直"なんとなく"という部分もあるんです
が、ただこのスタイルは⾃分のオリジナルだという意識が結構あったので、続けていかない

といけないんじゃないかという気持ちもあったんです。

「フォト絵」の原形は ⼦どもの頃に観た"かっぱのカータン"

撮影には頻繁に出かけられるんですか？

基本的にわざわざ撮影に⾏くということはなくて、出かけるときには常にカメラを持ち歩いてい

て「いいな」と思ったものがあったら撮るという感じです。⼀緒に誰かいるときは「ちょっと撮

っていいかな」と⾔える⼈だったら撮るし、⾔えない⼈だったら撮りません。

「いいな」と思っても撮らないのですか？

はい。「フォト絵」の場合はあまり気負わず気軽なスタンスで描ければいいと思っているんで

す。もしそのときにカメラを持っていなかったらしょうがないですし、後でまた撮りに⾏くとい

うようなこともしないですし、さりげなく続けていければいいかなという感じなんです。

⼀応、⾃分の中で決めている⼩さなルールがあって、写真は⼀期⼀会でそのときに撮れたら撮

る、撮るものを動かしたりしてはいけない、ものがちゃんと写っているということが⼤前提なの

で逆光の場合やバックが同⾊でわかりづらいときなどはよほどのことがなければ撮りません。

こうやって描こうというアイデアは写真を撮る前に浮かぶのですか？それともプリントしてから

ですか？

最初の頃は先に何でも適当に撮って、あとで考えて描く⽅が多かったんですが、だんだん慣れて

くるとある程度こんな形で描こうと浮かんでから撮る⽅が多くなりました。本当は、撮るときに

作為的になるよりは、適当に撮ったあとに何か思いつきがあって、完成してみたら⾃分でもこうなるとは！という驚きがあった⽅

がいいんですけどね。だからあまり慣れてしまうのはよくないなぁと思います。

何枚かに1枚は⾃分でも「これはいい！」っていう作品ができるんですが、昔はそれの連続だったんですよね。今そういうことは
少ないので……。

それでも私たちでは思いつきようのないイラストを重ねていたり、写真を⾒ただけでは完成イラストをまったく想像できない作品

ばかりで、福⽥さんの想像⼒には驚かされてしまいます。

あの、今思い出したんですけど、昔カッパのカータンという着ぐるみキャラクターが

出てくるテレビ番組があって……ピンポンパンだったと思うんですが、新兵ちゃんって
いうおじさんが出て来る。

ああ、たぶんピンポンパンだと思います。⼦ども向けの番組ですよね。

そうです、そうです。その番組で、⼦どもが適当に描いた絵にカータンが絵を描き加

えて全く違う絵に仕上げるというコーナーがあったんです。たとえば⼦どもが三⾓形

を描いて、カータンがその三⾓形を使ってかっぱを描くみたいな感じで。⼦どもは毎

回カータンを困らせようと変な形を描くんですが、それでもカータンは上⼿くその形

を使って絵に仕上げるんです。⼦供⼼にもカータンはすごいなと思って観ていたんで

すが、1回、⼦どもがぐるぐるぐるって真っ⿊に書きなぐった事があって、カータン悩
んだんですけど結局うまくできなかったことがあるんですよ。

（笑）絵が仕上がらなかったんですか？

はい。それは今でもすごく覚えていて、カータンがその真っ⿊いものをどう活かして

いいのかわからずに、⾶⾏機のジェット噴射の煙にしたんです。安易な絵で逃げたな

ぁと思っていたら、それを⾒た新兵ちゃんも「これはダメだね」って⾔って、カータ

ンも「うん」って降参して（笑）、僕もそうやってカータンを負かしたいなぁといつ

も思って観ていました。

そのコーナーのことはずっと頭に残っていたんです。原形をまったく違うものに変え

る⾯⽩さみたいなものを知ったのはカータンの絵だったので、よく考えたらそれが「フォト絵」の元になっているのかもしれない

ですね。

各地を巡り 写真を撮り 写真を削って 絵を描く

写真に描かれているこの⽩いラインは、⽴体感がありますね。修正液のような……あれ、これはもしかして削っているんですか？



今回特別に、愛⽤のニコンEMで
「フォト絵」を作っていただいた。

なんとも愛らしい「リトルニコン君」

／東京・吉祥寺

禁煙の看板（右）がタバコを吸う⼈（左）に変⾝

「そよぐ⾵」／京都・捨得
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そうです。写真を削って⽩いラインを描いています。カッターでコリコリコリと削って、紙

の⽩い部分を出しています。その後、着⾊をしているんです。

筆やペンを使うと、普段使い慣れている道具なのでラインが綺麗に描けてしまって⾯⽩くな

いんです。それよりももっと稚拙な感じを出したくて、カッターで削っています。⻑く描い

ているので最近は少し削り⽅もこなれて来てしまって、やはり慣れはよくないなぁと思うん

ですけどね。

写真を削っているなんて想像もつきませんでした。ところで「フォト絵」には撮影地が必ず

付けられていますが、全国いろいろな場所で撮られているんですね。

国内はわりと⾏っていますね。やり始めた当初、これをまとめて本にしたいという気持ちが

あって、そのときに「⽇本中巡りました」みたいなものがあるといいかなと思って、都道府

県を回ったことがあるんです。その頃のストックが今も結構残っているのでいろいろな⼟地

の写真があるんです。

写真に地名を⼊れているのは、多少、その⼟地にちなんだ絵が描けると⼀番いいなと思って

いるんです。たとえば、徳島で撮った写真には阿波踊りの絵を描いてみたり。

この、禁煙の看板がタバコを吸っている作品も⾯⽩いですね。

ええ、ご当地ネタを⼊れるか、こういう感じで写真と関連付けてちょっと意味をもたせたり

するか、ダジャレでもなんでもいいんですけど（笑）、何か⼊れていけるといいかなと思い

ます。

なるほど。結構考えられている作品なんですね……。

やっぱり適当に描いているように⾒えますか（笑）？

あ、いえ、そういう意味ではないんです！さりげないスタンスで描かれている

んですが、奥深い部分があるというのはさすがだなと！

いえ、ほんとに気楽に描いているものなので（笑）。ありがとうございます。

物を写真に撮り絵を描き込むことは 物に命を吹き込む作業

今回作品を拝⾒して、⾃分でも「フォト絵」を描いてみたいなと思いました。

ええもう、ぜひぜひ。これは誰でもできることだと思うんですよ。街を歩いていて「あれは顔に

⾒えるな」と、ふと思ったことを実際に描いているというだけなので、特別な発想はいらないん

ですよ。みなさんやればできるのにたまたましていなかったというだけで、僕は何もたいそうな

ことはしてないので。

同じように「描いてみたい」と思った⽅にアドバイスをお願いします。

うーん……どうせやるのであれば、ただ描くだけではなく、さっきのタバコみたいに描くものに
意味を持たせてみたり、描くことでその写真に意味が出てくるようなものにすることで作品とし

て⾯⽩くなるんじゃないかと思います。

では最後に、福⽥さんにとっての写真とはなんですか？

僕にとってはやっぱり写真は道具だと思います。「フォト絵」に関して⾔うと、通常絵を描く前

に、キャンバスにいろいろな⾊を塗ったり⼯夫をして下地を作っていくんです。それと⼀緒で、

写真を撮ることは、まず下地を作るということだと思います。

写真はキャンバスなんですね。

「ほぼ⽇」の担当の⽅に「フォト絵」を⾒ると「物には全て命がある」ということを感じると⾔

われて、なるほどなぁと思ったんです。すごく簡単な動機で始めたんですが、最近は描きながらそういうことを意識して作るよう

になってきたなと思うんです。だから、偉そうに⾔わせてもらうと、写真に絵を描くことで、その物に命を吹き込むという作業を

しているような感じがします。

なるほど。物に命を。

あ、いや、でもそんなたいそうなものでは本当にないんです。基本的に気楽に、適当な感じでやっているなぁ思っていただいて結

構ですので（笑）。僕も気楽に楽しんで描いていければいいなと思います。
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